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念
願
の
昭
和
天
皇
記
念
館

が
つ
い
に
開
館
―
「
国
営
昭

和
記
念
公
園　

み
ど
り
の
文

化
ゾ
ー
ン
開
園
・
昭
和
天
皇

記
念
館
開
館
式
典
」
が
十
一

月
二
十
七
日
、
東
京
・
立
川

会
長
を
偲
び
な
が
ら
多
く
の

方
々
の
ご
寄
付
に
感
謝
の
挨

拶（
２
面
に
全
文
）、続
い
て
、

扇
参
院
議
長
が「『
昭
和
天
皇

記
念
館
」に
つ
き
ま
し
て
は
、

私
が
国
土
交
通
大
臣
を
し
て

い
た
時
に
、
整
備
の
方
向
性

に
つ
い
て
検
討
し
、
整
備
に

着
手
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま

す
」
と
経
緯
を
説
明
、
祝
辞

（
３
面
に
全
文
）
を
述
べ
ま

し
た
。

　

式
典
後
、
北
側
国
交
相
ら

は
記
念
植
樹
、
次
い
で
、
花

み
ど
り
文
化
セ
ン
タ
ー
と
昭

和
天
皇
記
念
館
を
内
覧
、
午

後
一
時
か
ら
一
般
見
学
者
が

入
館
し
ま
し
た
。

ン
タ
ー
」
の
一
部
と
し
て
整

備
さ
れ
た
「
昭
和
天
皇
記
念

館
」
で
は
、
緑
を
愛
さ
れ
た

昭
和
天
皇
の
生
物
学
の
ご
研

究
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
資
料

や
、
昭
和
天
皇
、
香
淳
皇
后

の
御
遺
品
な
ど
、
花
み
ど
り

文
化
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
た

一
体
的
な
展
示
を
行
う
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
と
い
た
し
ま

し
て
も
、
こ
の
「
み
ど
り
の

文
化
ゾ
ー
ン
」
が
、「
緑
の
文

化
」
に
関
す
る
市
民
の
方
々

の
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
関

係
者
の
皆
様
の
ご
協
力
の

下
、
広
く
国
民
の
皆
様
に
親

し
ま
れ
る
よ
う
、
一
層
努
め

て
参
る
所
存
で
す
。

　

引
き
続
き
、
ご
列
席
の
皆

様
の
ご
支
援
、
ご
指
導
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
、
私
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

　

平
成　

年　

月　

日

１７

１１

２７

　

国
土
交
通
大
臣　

　
　
　
　
　
　

北
側　

一
雄

関
す
る
体
験
や
交
流
、
さ
ら

に
は
、
情
報
発
信
・
研
究
開

発
を
行
う
た
め
の
拠
点
と
し

て
活
用
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、「
花
み
ど
り
文
化
セ

は
、「
都
市
に
お
け
る
『
緑
の

文
化
』
の
創
造
と
発
信
」
を

基
本
テ
ー
マ
と
し
て
お
り
、

本
ゾ
ー
ン
の
メ
イ
ン
施
設
で

あ
る
「
花
み
ど
り
文
化
セ
ン

タ
ー
」
は
、「
緑
の
文
化
」
に

は
、
ひ
と
え
に
地
元
の
皆
様

方
や
本
日
ご
臨
席
の
皆
様
方

の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
た
ま

も
の
と
、
深
く
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

　
「
み
ど
り
の
文
化
ゾ
ー
ン
」

る
皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

本
日
「
み
ど
り
の
文
化
ゾ

ー
ン
」
の
開
園
と
、「
昭
和
天

皇
記
念
館
」
の
開
館
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の

昭
和
天
皇
御
在
位
五
十
年
記

念
事
業
の
一
環
と
し
て
、「
緑

の
回
復
と
人
間
性
の
向
上
」

を
テ
ー
マ
に
、
昭
和
五
十
三

年
よ
り
、
整
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。
昭
和
五
十
八

年
の
第
一
期
開
園
以
降
、
現

在
ま
で
に
四
千
万
人
を
超
え

　

国
営
昭
和
記
念
公
園
「
み

ど
り
の
文
化
ゾ
ー
ン
」
の
開

園
並
び
に
「
昭
和
天
皇
記
念

館
」の
開
館
式
典
に
あ
た
り
、

一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

緑
と
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

の
中
核
を
担
う
都
市
公
園

は
、
市
民
の
多
様
な
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
形
成
の
場
の
提
供

な
ど
、
幅
広
い
役
割
を
果
た

し
て
お
り
ま
す
。

　

国
営
昭
和
記
念
公
園
は
、

「昭和天皇記念館」オープン「昭和天皇記念館」オープン

北
側
一
雄
国
交
相
の
挨
拶

開
園
直
後
の
み
ど
り
の
文
化

ゾ
ー
ン
で
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

に
拍
手
す
る
人
㊤
や
「
そ
よ

ぎ
の
丘
」
で
く
つ
ろ
ぐ
人
た

ち
㊦

市
の
同
公
園
内
で
、
北
側
一

雄
国
土
交
通
相
や
扇
千
景
参

議
院
議
長
、
綿
貫
民
輔
昭
和

聖
徳
記
念
財
団
会
長
ら
約
五

百
人
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

国
歌
斉
唱
の
後
、
北
側
国

交
相
が
主
催
者
を
代
表
し
て

最
初
に
挨
拶
（
別
掲
）、
綿
貫

会
長
も
亡
き
櫻
内
義
雄
・
前

●
昭
和
天
皇
記
念
館
メ
モ

☆
ア
ク
セ
ス　

東
京
の
新
宿

駅
よ
り
Ｊ
Ｒ
中
央
線
で
立

川
駅
ま
で
特
快
で
約　
３０

分
、
北
口
か
ら
あ
け
ぼ
の

口
を
通
っ
て
徒
歩　

分
。

１３

多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
の

立
川
北
駅
か
ら
は
徒
歩　
１１

分
。
タ
ク
シ
ー
は
「
記
念

館
口
」
下
車
、
す
ぐ

☆
休
館
日　

毎
週
月
曜
日
、

た
だ
し
、
月
曜
日
が
休
日

の
場
合
は
直
後
の
平
日
。

年
始
年
末
（　

月　

日
・

１２

３１

元
日
）、２
月
第
４
月
曜
日

と
そ
の
翌
日
（
公
園
の
施

設
点
検
日
）

☆
開
館
時
間　

９
時
半
〜　
１６

時
半
（
３
月
か
ら　

月
末

１０

は
９
時
半
〜　

時
）、入
館

１７

は
閉
館
の　

分
前
ま
で

３０

☆
入
館
料　

一
般
五
百
円

（
三
百
五
十
円
）、大
学
生

・
高
校
生
三
百
円
（
二
百

十
円
）、
中
学
生
・
小
学
生

百
円
（
七
十
円
）、
幼
児
は

無
料
。（　
）
内
は　

人
以

２０

上
の
団
体
料
金
。
心
身
障

害
者
と
そ
の
介
護
者
１
人

は
無
料
（
障
害
者
手
帳
等

を
ご
提
示
い
た
だ
き
ま

す
）

☆
�　

０
４
２
・
５
４
０
・

０
４
２
９

　昭和２７年は、５月
３日に皇居前広場で
平和条約発効ならび
に憲法施行５周年記
念式典が開催され、
香淳皇后とお揃いで
ご臨席になられた。

１１月２７日の「みどりの文化ゾーン開園・昭和天皇記
念館開館式典」で挨拶する北側一雄国交相

左から、記念植樹をする昭和聖徳記念財団の金丸三
郎副会長、藤村正哉副会長兼理事長、綿貫民輔会長

テープがカットされ、くす玉が割られて「みどりの
文化ゾーン」が開園！

午後１時の開園をいまかいまかと待っていた人たち
が、一斉に入場

東京・立川

全
国
か
ら
見
学
者

国
営
昭
和

記
念
公
園

み
ど
り
の
文
化
ゾ
ー
ン


